
































































他に遜色ないばかりか、斯界の高き評価さえかち得ていると見る は あ がち関係者 自負でもあるまい。
殊に本学史学科の学風は、
かつて第十号発刊の辞にも唱われているように、時流に阿ねらず、左に
傾かず、右に偏らず、史学本来の面白に徹して、常に中正にして着実なる史風を堂々樹立せんとするにあって、全員同心協力して今日に及んで、広く全国各地に散在する法政大学 学関係者の研究発表の場として活用されて来た。
このよき伝統に立脚し、二十年にわたって積み重ねられた、この成果
踏まえて、今この二十号発刊を機に、
さらに一一層の努カと工夫を重ね、今後の大いなる発展飛躍を期
するものである。
なお「法政史学」
の順調な発刊と発展の
陰に
、本学本部
並
に通信教育局より寄せられた一方ならぬ
援助に対して、
深謝しその好意に対しても責任の重大なことを痛戚する次第である。
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